
青島日本人学校
オンライン授業に
向けての取組



１．はじめに

青島日本人学校では、休校期間が長引くた
めの児童生徒の不安の解消、学習面のサポー
トとして、2月後半よりzoomアプリを利用し
た学級交流を行ってきました。

その後、次第に回数を増やし、内容も学習
のサポートをメインとしたものに変えていき、
段階を踏まえながらオンライン授業の実施ま
で行うことができました。

今後も児童生徒の学習の機会を保障する場
として、有効に活用したいと考えています。



２．職員研修

・事前に職員でzoomの使い方に

ついて研修を行う

サインイン・アウトの仕方

ミーティングの開き方・閉じ方

待機室の設定の仕方

ホストの交代

画像共有の仕方

チャットの仕方



３．２月の学級交流

・保護者向けの参加の手引きと

交流スケジュールをHPに掲載

・配信テストを行い、参加希望

の家庭がきちんと参加できる

ようサポート

・休校中の課題の解説や取り組

んだことの発表を行う

・交流後の振り返りをレポート

で提出。全体で共有する課題

があれば全体連絡



＜参加するにあたって各家庭へのお願い＞

・「参加の手引き」を利用してのアプリ

のダウンロード

・操作補助や学級交流中の見守りの

お願い

・開始予定時刻の確認

・参加者名を児童生徒本人だとわか

るものへの変更

・第三者へのIDの非公開の徹底

・肖像権保護のため、写真や動画の

撮影の禁止

・周囲の環境への配慮



４．３月の学級交流

・毎日1コマの実施

・教科名を入れ、休校中の課題

の解答・解説や未履修の内容

の補充等を行う

・事前にHPで、内容や準備物等

を連絡

・卒業証書授与、終了証授与も

オンラインで実施



５．４月のオンライン学習

・運動不足解消のため、毎朝、

全校体育の実施

・毎日1コマの学習

・新年度開始に向け、旧学年で

のオンライン学習を行う

・教科名を入れ、休校中の課題

の解答・解説や未履修の内容

の補充等を行う

・学習内容や準備物はHPに掲載



＜全校体育の様子＞

・端末機器をテレビに接続し、児童

生徒の様子を大きな画面でも確認

・体育主任が活動を中心に行い、操

作補助を別の教員が担当

（入室の管理、音楽の再生）

・ラジオ体操、体幹トレーニング、

ヨガなど室内でできるトレーニン

グメニューを実施



６．新年度のオンライン授業

・小１は3コマ、小2～中３は5

コマの実施

・日本にいる新派遣の先生方も

オンラインで授業を行う

・学年ごとに授業内容や準備物

を週予定としてHPに掲載

・9学年が同時に授業を行うので、

ネット環境や端末機器の不足

などで参加できない児童生徒

がいないよう配慮を行う



＜授業の様子＞ 小学部6年生：社会
授業予定（毎週末HPに掲載）

小学部２年生：音楽

パワーポイントで作
成した資料を画面共有
して授業を行っている。

途中で動画を見せ、
学習内容の理解を深め
ている。

実際にピアノで伴奏
しながら、子どもたち
と一緒に歌っている。

画面を共有して学習
する部分と実際に活動
する部分をわけ、学習
を進めている。



７．今後に向けて

＜学校が再開し、一部の児童生徒が登校できるようになった場合＞

・登校できる児童生徒は学校で授業を受け、その様子をオンラインで配信

する。登校できない児童生徒は家庭でオンライン授業を受ける。

・新派遣の先生方の授業は、端末機器をテレビに接続し、児童生徒は学校

または家庭でオンライン授業を受ける。

＜安全にオンライン授業を実施できるために＞

・保護者にオンライン授業を実施する上での注意点を再確認してもらう。

・児童生徒のネットリテラシー・ネットモラルの向上をはかる。

・教職員間でも子どもたちを守るための取組を研修する。

（待機室の設定、もしもの時のための対応）


